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第一章 緒 言

余 ハ第 四報 二於 テ、 結 核 性 疾 患200例 ト非結 核

性 疾 患及 所 謂健 康 者200例 ノ封 比 結 核 凝 集 反 慮

成 績 ラ報 告 シタガ、 ソ レ ラバ何 レモ臨 躰 上結 核

性疾 患 ラ確 謹 シ得 タモ ノ又 ハ臨鉢 上潜 伏 性結 核

テ疑 ヒ得 ザ ル モ ノ ニ就 テ試 ミタモ ノデ ア ツ テ、

ソ レハ又 陽 性 、陰 性 テ判 定 スベ キ凝 集 償 テ決 定

セ ン爲 ノモ ノデ アツ タ。 而 シテ其 ノ結 果 、 余 ハ

結 核 性疾 患;・・93%ノ 陽 性、非 結 核 性 疾 患 及 所 謂

健 康 者 二92.5%ノ 陰 性 成績 テ得 タ ノデ アル。

即 余 ハ其 ノ實 施 法 、 判 定 、 成 績 等 ノ諸 黒占ヨ リ見

テ、嘗 ツテ其 ノ比 テ見 ザ ル、 卓 越 セル結 核 凝集

反 癒 二成 功 セ リ ト確 信 セ ル テ以 テ、余 ハ更 二進

ミ、 臨躰 上診 定 シ難 キ、 潜 伏 性結 核 ノ診 断 二役

立 ツモ ノデ アル カ、 即所 謂 結 核 早期 診 断 二資 ス

ル所 アル カ トノ問題 二就 テ研 究 セ ン ト欲 シタ。

而 シテ第 四 報 二報 告 セザ リ シ他 ノ材 料 ト共 二、

第 五報 ト シテ報 告 ス ル。

第二章 感冒及胸、背痛 ヲ主訴 トスルモノ

(1)感 冒 余 ハ第 四報 二於 テ感 冒檬 症 状 テ以 テ

初 マ レル8例 ノ早期 浸 潤 ガ100%ノ 陽 性 成 績 テ

示 シタ事 實 カ ラ、 凝集 反慮 ハ診 断 ノー 助 タ リ得

ル事 テ報 告 シタ。 早期 浸 潤 ハpraephthisisches

Infiltrat(Ulrici・)ト サ へ 稻 …セ ラ レル 如 ク、 成 人

肺 瘍 畿 生機 轄 上 極 メテ重 要 ナ ル ニ關 ラズ 、其 ノ

登 病 ノ屡 ≧感 冒様 症 状 テ呈 シ、 患 者 自身無 自昼

二経 過 シ、醤 家 モ亦 特 二感 冒 流 行 時 二於 テ ハ、

誤診 二陥 ル危瞼 無 シ ト シナ イモ ノデ ァ ル。

斯 カル際0.1箆 ノ微 量 血 清 テ以 テ 簡 軍 二實 施 シ

得 ル余 ノ結 核 凝集 反慮 ガ警 告 テ與 へ、 一 段 ト詳

細 ナ ル諸 検 査 テ爲 ス動 機 トナ リ、 以 テ早 期 二結

核 疾 患 ナ ル事 テ診 定 セ シメ得 ル ナ ラバ、 其 ノ臨

躰 的 償値 大 ナ リ ト言 ハ ネバ ナ ラヌ。

弦 二於 テ、一 般 感 冒 二就 テ、 凝 集 反 慮 ラ實 施 セ

ン ト欲 シ、流 行 時 二10例 テ 得 テ、 實 験 セ ル ガ

故 二、 第24表 二表 示 ス ル。

即凝 集 償50倍 陰 性1例 、50倍 陽 性4例 、100倍

陽 性4例 、150倍 陽 性1例 ニ シテ、100%ノ 陰 性

テ示 シテ居 ル。 故 二流 行 時 ト否 トニ 關 ラズ 、感

冒様 症 状 ラ呈 セル モ ノニ、余 ノ結 核 凝 集 反磨 テ

實施 シテ、200倍 又 ハ300倍 、400倍 ノ 凝 集 債

テ呈 セ ル場 合 ハ、特 二注 意 シテ、 早 期 浸 潤 テ見

逃 サ ザ ル様 ニ スル ト共 二、 感 冒 ト掲 立 シテ、 結

核 疾 患 ノ存在 ノ有 無 テ検 討 スベ キ デ アル ト信 ズ

ノレo

(2)胸 、 背痛 テ圭訴 トセ ル モ ノ

胸 痛 、 背 痛 テ主訴 トシテ訴 ヘ ル者 二於 テハ 背部

ノ肋 間碑 経 ノ歴痛 テ謹 明 シテ
、 肋 間瀞 経 痛 ナ ル

事 ラ診 定 シ得 ル モ ノモ アル ガ、 ソ レテ明 瞭 二謹

明 シ得 ナ ィ時 ハ肋 膜 炎 ノ前 駆 症 状 ト シテ、 時 二

嚢 病2-3ケ 月或 ハ獄 ケ月 前 二 見 ラ レル モ ノ ト

軍 純 ナ ル過勢 及瀞 経 性 ノ如 キ モ ノ ト ノ判 別 ハ至

難 デ ァ ル。
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略

蘭 塔 殖 性1喉 頭 結 核

右 増 殖 性

右 空 洞 ・滲 ・塘

雨 培 殖 性

右 空 洞 ・滲 ・塘

右増 殖性・肺 門 腫 脹

滲 ・ 」曾 ・ 空

参 ・ 培

滲 ・ 堆

{滲 ・ 培

,, 肺 炎 型

滲 ・ 培

二' 1滲 ・ 増 ● 空

隔 ・ 滲

1滲 ・ 塘

,, 増

一空

●

●

滲

滲

鰺 ・ 塘

塘 ・ 滲

滲 ・ 増'

喉 頭 結 、 核

胃 性 糖 尿

胸 痛 、 背 痛 ノ原 因 トナル胸 部 各臓 器 ノ非 結 核 性

疾 患 以 外 二、脊椎 「カ リエ ス」、 肺 門 腺腫 脹1肺

結 核 、肋 膜 炎 ノ如 キ結 核 性疾 患 ガ ア リ、 時 二臨

休 所 見 テ以 テ シテ ハ、制 定 シ難 イ事 が経 験 セ ラ

レル、 故 ニ カ ・ル原 因 ノ少 クモ、結 核 性 ナ ル カ、

否 カニ就 テ判 別 シ得 ル事 ハ望 マ シイ。

余 ハ斯 カ ル モ ノ14例 二就 テ 凝 集 反 癒 テ 實 施 シ

テ見 劣。 然 ル ニ50倍 陰 性1例 、50倍 陽 性3例 、

100倍 陽 性7例 、150倍 陽 性2例 、200倍 陽 性1

例 デ アル。 而 シテ詳 細 ナ ル検 査 二依 リ、2例 八

過 努 、2例 ハ 「ヒス テ リー」、3例 ハ瀞経 衰 弱 、

5例 ハ肋 間 神 経 痛 、2例 ハ脊 椎 歴 痛(Spinalirri一

tation)デ ア ツ タ。1例 ノ陽 性 者 相 馬 ハ、「レ」所

見 上 肺 門部 結 核 テ説 明 シ、 某 病 院 二於 テ、 長 ク

脊 椎 「カ リエ ス」ト ノ診 断 テ受 ケ テ居 タモ!デ ア

ル ガ、 詳細 ナ ル検 査 及 経 過 テ観 察 シテiSpina1-

irritationナ ル事 ノ判 明 セ ル モ ノ デ ア ル。 本 例

ノ如 久 肺 門部 結 核 テ有 シテ、 背 痛 テ訴 へ、 脊

椎 ノ歴 痛 、 打 痛 テ謹 シ得 ル者 二於 テ ハ、 凝 集 反

鷹 ノ意 義 ハ少 イガ、 佐 藤 ノ如 ク、 胸 部 及 脊 椎

「レ」所 見正 常 ニ シテ且 凝 集 反 磨 陰 性 ナ ル者 ハ
、

脊 椎 「カ リエ ス」ノ初 期 ナ ル疑 テ先 ヅ解 イ テ可 ナ

リ ト信 ズ ル(第 四=章参 照) 。

第三章 微熱 ヲ主訴 トスルモノ

所 謂 微 熱 ノ綾 ク時 バー般 二結 核 性疾 患 ノ存 在 が

疑 ハ レルc然 シ所 謂微 熱 問題 ハ決 シテ輩 純 ナ モ

ノデ ハ ナ ク、病 的微 熱 ヨ リ、 病 的 ト言 ヒ得 ナ ィ

微 熱 迄 多様 ノ原 因 が認 メ ラ レル。

本 章 二於 テ ハ、結 核 性微 熱 ト疑 ハ レ ソウナ熱 型

テ示 シテ、然 モ結 核 性ナ ラザ リ シモ ノニ就 テ實

施 セ ル成 績 テ示 ス。

扁 桃 腺 炎 ノ2例 ハ 「レ」所 見 正 常 ニ シテ、 凝 集 償

ハ50倍 ト100倍
、 「ア ンギ ナ 」ノ3例 ハ50倍1

例 ・100倍2例 、 謄 嚢 炎 ノ2例 ハ100倍 ト150

倍 ・ 腎 孟 ・膀 胱 炎 ノ5例 二 於 テ ハ50毛 細 例
、一

100倍3例 デ アル ガ、 宮 島 、大 野 、 小 川 ノ如 キ

ハ常 二夕刻 ヨ リ
1時 ニ ハ 輕 度 ノ 悪 寒 テ 件 ヒテ

37・5.前 後 磯 熱 ア リ、結 核 疾 患 テ疑 ヒテ、「レ」



952 小 田切=「 中川 氏非抗酸性結核菌 」二因ル結核凝 集反磨 【第15巻

爲 眞 テ撮 影 セル モ、 結 核 病 竈 テ認 メズ、 凝 集 反

磨 モ亦 陰 性 ナ リ シ爲 ノ、 尿 テ検 シ、 染 色 シテ、

葡 萄 状 球 菌 ニ ヨル 、慢 性 腎孟 、 膀 胱 炎 ナ ル事 テ

確 メ タル モ ノー シテ、 多 忙 ノ外 來 二於 テ、 染 色

ス ル事 無 ク シテ、 検 鏡 シ以 テ満 足 スル事 ノ危 瞼

テ知 リ シ例 デ ア ル。 勿 論 入院 患 者 二於 テハ 、斯

カル過 誤 無 シ トスル モ、 結 核 檬 微 熱 ノ原 因精 査

上 、 凝 集 反 慮 ノ有 力 ナ ル補 助 診 断 法 タ ル事 テ示

ス適 例 デ アル(次 章 参 照)。

慢 性 膵 臓 炎 ノ1例(腎 孟 、 膀 胱 炎 ノ合 併 テ認 ム)

ハ50倍 、 亜 急 性 膵臓 炎 ノ1例 ハ100倍 ニ シテ

胃癌 ト肝 癌 ノ1例 ト、肺 癌 ノ2例 ハ何 レモ結 核

様 微 熱 テ呈 シ タガ、 コ レ ラバ肝 臓 及 肺 臓 ノ癌 腫

二於 テ厘熱 認 メ ラ レル 微 熱 ニ シテ、 凝 集 償 ハ

100倍 、150倍 、.200倍 デ ア ル。 特 二佐 々木 、池

澤 ノ肺 癌 ハ 「レ」所 見 ノ、 肺 結 核 二酷 似 セル モ ノ

ガ ア ツ タ ガ、 前 者 ハ 凝 集 償200倍 一 シテ 陽 性

(十)、 後 者 ハ陰 性 デノ、ア ル ガ150倍(±)デ ァ ル

カ ラ、 斯 カル場 合 二へ 「レ」所 見 ノ結 核 性 ナ ル

カ、 癌 腫 性 ナル カ テ判 定 ス ル ニ、 反 ツ テ迷 誤 テ

來 ス原 因 トナ ル モ ノデ ア ル。 然 シ第 四 報 二於 テ

既 二癌 腫 血 清 ハ凝 集 反 癒 二何 等 ノ影響 テ及 ボ サ

ザ ル事 テ報 ゼ ル ガ故 一、 特 二200倍(+)ノ 佐 々

木 ノ如 キ ハ潜 伏 性 結 核 無 シ ト断 ジ難 イガ、 剖 見

上肺 癌 テ詮 明 シ、 池 澤 ハ他 臨 躰 所 見 ヨ リ、 確 實

二肺 癌 ト判 定 シ得 タ ル モ ノデ ア ル。 然 シ特 二興

味深 キ1例 ハ菊 地 ニ シテ、 胃 癌 二腹 膜 炎 ノ合 併

ア リ、癌 性 腹膜 炎 ナ ル事 ハ、 腹 水 中癌 細 胞 群 テ

登 見 シテ確 定 シ タモ ノデ アル、 然 ル ニ余 ノ結 核

凝 集 反 鷹 ハ200倍(十)ナ リ シテ以 テ、 「レ」爲 眞

テ撮 影 セ ル ニ、 右 側 上及 中野 二亙 リテ、 檜 殖 性

結 核 病 竈 テ謹 明 セル モ ノデ アル、 帥 肺 結 核 、 胃

癌 ノ患 者 二腹膜 炎 ノ併 登 シテ、 而 モ、 結 核 性 ナ

ラズ シテ、癌 性 ナ リ シ,興 味 深 キ1例 デ アル。

次 ニ ハ亜 熱臆 温 ノ2例 、iiiHJK腺機 能 元進 ノ3例 、

月経 前期 熱 ノ9例 ノ合 計14例=就 テ 實施 セル

成 績 ラ示 ス。

淺 野 ㈹ 、久 保 ㈹ ハ37・5℃ 前 後 ノ微 熱 ノ 故 二 某

病 院 二於 テ、長 ク肺 尖 加 答 見 ト ノ診 断 ノ下 二治

療 テ受 ケ テ居 タモ ノ デ ア ル ガ、 微 熱 ノ消 退 テ認

メ ル事 ガ出 來 ナ ィ爲 メ ニ、 中 川 内科 外 來 テ尋 ネ

來 リ シモ ノデ アル、 既往 テ尋 ネ ノヒニ 、 雨 者 共 二

風 邪 二罹 リ シラ期 トシテ、 盟 温 テ測 定 シ・ 測 ラ

ズ モ所 謂 微 熱 ノ存 在 二氣 付 キ タル モ ノニ シプ・

余 長 期 二亙 リ観 察 シPyramidon・Probe及OP-

ium・Probeテ 試 タ ル ー、 雨 者 共 、 何 レニ モ 反

慮 テ見 ザ リ シモ ノデ ァ ツ タ。 盗 汗 、 痩 削 、 咳 、

疾 ノ出現 ラ見 ズ、 「レ」所 見 モ正 常 、 熱 型 モ常 二

略 ≧一 定 シ、 結 核 性疾 患 ノ出 現 テ見 ズ 、 余 ノ結

核 凝 集 反 慮 モ亦 陰 性 ニ シテ、 亜 熱 匿 温 ト構 スル

テ至 當 ト信 ズ ル。 淺 野 ㈹ ノ 如 キハ、Phthiso・

Phobieノ 歌 態 ニ ア リ、 多 汗 、 心 悸 充 進 ア リテ、

示申縄 衰 弱 ノ徴 候 テ來 セ ル モ ノデ アル。

即2例 ノ僅 少 ナ ル モ ノニ就 テ デ アル ガ、 余 ノ結

核 凝 集 反 慮 ハ、 カ ・ル亜 熱 盟 温 ノ診 定 ニ モ亦 資

ス ル所 ア リ ト信 ズ ル。

甲状 腺 機 能 充 進 ハ臨 抹 所 見及 基 礎 代 謝 ノ検 査 二

依 リテ大 膿 診 定 シ得 ル モ ノデ アル ガ、 微 熱 、 多

汗 、 心 悸 充 進 、 及 聯 纒 症 歌等 ヨ リ厘 ≧結 核 性疾

患 ノ初 期 ノモ ノ トノ疑 テ受 ケ、 或 ハ 又 潜 伏 性結

核 ト ノ誤 診 テ爲 ズ ノ危 瞼 ガ アル、 余 力 ・ル モ ノ

3例 二就 テ結 核 凝 集 反 慮 ラ實 施 シテ見 タ。

山 田(151ハ近 親 者 ノ結 核 死 ヨ リ、 日頃 ノ多 汗 、 心

悸 充 進 ガ烈 シクナ リ、 種 々 ノ瀞 経 症 状 ノ加 ハル

ト共 必、Phthiso・Phobieテ 來 シ、 醤 師 ヨ リ診

察 時 二微 熱 ノ存 在 ラ指 摘 サ レテ ヨ リノ、、 盆 ≧、

肺 結 核 二罹 患 セ ル モ ノ トシテ・ 留 師 ヨ リ騎 師 テ

尋 ネ、 逡 二中 川 内科 外 來 二、 正 確 ナ ル診 断 テ求

メ テ來 リ シモ ノ デ アル、「レ」所 見 ハ正 常 ニ シテ、

結 局 甲歌 腺機 能 充 進 ト診 定 サ レ シモ ノデ アル

ガ、 結 核 凝 集 反 慮 ハ100倍 デ アツ タ。 其 後 岩 見

の、瀧 澤 ㈹ ノ2例 二就 テ試 ミタ 結 果 ハ前 者 ハ100

倍 、 後 者 ハ150倍 陽 性 一;.シテ、 患 者 ノ苦 痛 トセ

ル微 熱 ハ 、其 ノ臨 躰 所 見 ノ示 ス如 ク♪ 甲状 腺機

能 昂 進 二依 ル モ ノデ ア リ、 潜 伏 性 活 動 性結 核 二

依 ル モ ノデ ナ イ事 ガ決 定 サ レタ モ ノデ ア ル。 即

余 ノ結 核 集 凝 反 磨 バ カ ・ル微 熱 患 者 二試 ミテ、

診 定 ノ参 考 トナ ル モ ノ ト信 ゼ ラ レル。



第8號 】 小田切=「 中川民非抗酸性結核菌」二因ル結 核凝集反磨 953・

次 二月経 前期 熱 ノ9例 二 就 テハ 、脊 椎 「カ リエ

ス」、 肺 門部 結 核 テ有 ス ル2例 ト盗 汗 、痩 削 ノ

加 ハ リテ、潜 伏 性 結 核 テ疑 ヒ得 タ ル1例 ガ陽 性

二反 鷹 シテ オ リ、 他 ノ6例 ハ100倍 ノ4例 ト

150倍 ノ2例 デ アル。

抑 々月経 二連 關 シテ ノ登 熱 二就 テハ 、早 ク ヨ リ

認 メ ラ レテ居 タガ 〔Kersch(1882),Reinl(1884)〕 、

現 今 二於 テ ハ、TurbanschesSchemaト シテ知

ラ レテ居 ル如 ク、 月 経 前期 熱 、 月経 中 間期 熱 、.

月経 期 間熱 、 月経 後 期 熱 、 及 月経 期 間弛 緩 等 ガ

認 メ ラ レテ居 ル。其 中 月経 期 間 熱 、 月 経 後 期 熱

ハ 主 ト シテ、 活動 性結 核 二原 因 スル モ ノ ト認 ノ

ラ レ、 月 経 中 間期 熱 ハ排 卵 ニ ヨル反 射 熱 トセ ラ

レテ、 月 経期 間 弛緩 ト同様 結 核 二關 連 スル事 ハ

少4ト セ ラ レテ居 ルISmilovits)。

然 ル ニ臨 殊 上 最 モ多 ク見 ラ レ、 多 種 多様 ノ原 因

ガ考 ヘ ラ レ、 今 爾 多 ク ノ疑 問 テ残 シツ ・アル モ

ノハ反 経 前期 熱 デ アル。

月経 前 期熱 ハ 大罷 月経 前14日 前 力 又 ハ9日 及

7日 少 クモ5日 位 以 前 ヨ リ 出 現 ス ル モ ノデ ア

ル。 故 二長 イ場合 ハ1ケ 月 中 ノ牛 ババ登 熱 シテ

居 ル モ ノデ ア リ、 其 ノ撒 日間 ノ膿 温 表 テ見 ル ナ

ラバ 、何 人 モ結 核 性疾 患 ノ潜 伏 テ考 ヘ ザ ル テ得

ナ ィ。 然 モ事 實厘 ≧結 核 患 者 二月 経 前 期 熱 ガ認

メ ラ レ、 又 月経 前 期 熱 テ示 ス者 二、後 二活動 性

結 核 テ認 メ得 ル ニ至 ル モ ノガ アル 故 二、 月経 前

期 熱 二關 シテハ、 充 分 ノ考 慮 テ彿 フ〈ごキ モ ノデ

ア ルo

猶又瀞経質ナル婦人 二月経前期熱ガ認 メラレ、

獲熱37.8。C位 迄 二及ブ時ハ、 種々ナル静経症

獣 モ加ハ リテ、次第二頑固ナル結核恐怖症 テ構

成 スルニ至 リ、醤家 モ亦古 キ病竈 ノ再燃、活動

性轄化、新推進或ハ初感染、潜伏性活動性結核

等テ疑 ヒテ、解熱 セシメル檬努力 スルモ、数果

テ見ズ、月経開始時迄苦痛 テ共 ニスル事 ガア

ノレo

故 二余 ハ カ ・ル モ ノニ就 テ、 結 核 凝 集 反 慮 テ實

施 シテ見 タ。 而 シテ上 記 セ ル加 ク、結 核 疾 患 テ

有 シテ居 ル2例 ガ陽 性 二反 慮 シ、 他 ノ陽 性 二反

慮 セ ル1例 、 李野(55番)へ 「レ」所 見 正 常 デ、

打 診 、蕪 診 上特 記 ス ベ キ所 見 ラ認 メ ナ イモ ノデ

ア ツ タガ、屋 ζ盗 汗 ア リ、 痩 削 ノ加 ハ ツ テ來 タ

黙 ヨ リ、潜 伏 性結 核 ノ存 在 テ疑 フ テ要 當 ト信 ズ

ノレo

市 田(48番)ハ 表記 セ ル如 ク、微 熱 、 多汗 、 心 悸

元進 、 下痢 等 ガ ア リ、 某 留 ヨ リ腸 結 核 テ併 登 セ

ル、 肺 結 核 トノ診 断 テ受 ケ、3ケ 年 二亙 リ絶 封

安 静 テ守 ツテ居 タ モ ノ デ アル 、 然 シ、 眼 球 突 出

シテ光澤 ア リ、 メー ビ ウ ス陽 性、 指 端 震 額 ハ顯

著 ナ ル1ヨ リ、 「閉 犬腺 腫 テ認 ノズ ト難Morbus

BasedowiiohneStrumaト 構 ス ル テ妥 當 ト信

ジ、X爲 眞 テ撮 影 セル ニ、 正 常 ニ シテ肺 結 核 テ

認 メズ、 余 ノ結 核 凝 集 反 磨 モ亦100倍 二過 ギ ナ

カ ツ タ。 微 熱 ハ毎 月2週 間 二亙 リ縫 綾 ス ル、 而

シテ規 則正 シク上 下 ス ル月経 前 期 熱 デ ア ツ タ。

小 川(49番)、 佐 山(52番)、 木 村(53番)ハ 何 レ

モ12日 ヨ リ14日 前 二登 熱 テ見、大 抵37.2。C-

37.4℃ ノ間 テ動 揺 スル モ ノデ ア ル ガ、其 ノ既 往

及 家 族 歴 中結 核 性 疾 患 テ認 メズ、 登 熱 時 二於 テ

時 二倦 怠 感 テ感 ズ ル事 ガ ア ツテ モ、 熱 感 テ件 ハ

ズ、 日常 極 メ テ健 康 ナル モ ノデ ア ツタ、 小 川 ハ

凝 集 償100倍 、 佐 山、 木 村 ハ150倍 デ ア ツ タ。

田 上(51番)ハ 肺 尖 加 答 見 ノ 翫 往 テ持 チ、 約10

年 以 前 ヨ リ、月経 前 期 二微 熱 ノ出 現 スル テ認 メ、

結 核 ノ再 褒 テ恐 レテ、 入 院 治 療 迄 試 ミタル モ、

月経 開 始 以 外 一ハ 、解 熱 セ シム ル事 ハ 出來 ナ カ

ツ 久 「レ」所 見 ハ右 側 上野 ト肺 尖 部 二石 灰 化 セ

ル病 竈 テ認 メル以 外 二活 動 性 テ思 ノ・シメ ル
、結

核 病 竈 ラ認 メナ ィ、 其 ノ既 在 ヨ リ シテ、 潜 伏 性

結 核 二依 ル モ ノ トノ疑 テ持 チ得 ル ガ、10年 テ経

過 シテ・ 術 再 褒 又 ハ登 病 テ認 メナ ィ事 ハ、 活 動

性 ノ潜伏 結 核 二依 ル モ ノ トハ頷 キ難 イ。 余 ノ結

核 凝 集 反磨 ハ100倍 ニ シテ、 活 動 性潜 伏 結 核 ア

リ トハ信 ゼ ラ レナ イモ ノデ ア ツ タ
。

柳 田(50番)ハ3年 前 ヨ リ月経 前 期 二微 熱 ノ登 生

スル テ認 メ・ 時 二37・8℃ 迄 モ達 スル ガ 故 二家

族 及本 人 ハ結 核 疾 患 ノ潜 在 スル 爲 デ ナ{カ ト

屡 ㍉ 胸 部X寡 眞 テ撮 リ、 赤 沈 速 度 テ測 定 セ ル
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モ、 結 核 性 疾 患及 其 他 駿 熱 原 因 テ認 メル事 ハ出

來 ナ カ ツ タ、勿 論種 々 ナ ル解 勲 剤 テ用 ヒタ事 モ

ア ツ タガ、解 熱 セ シメ得 ナ カ ツ タ モ ノデ アル 。

余 ノ結 核 凝 集 反 慮 ハ100倍 ニ シテ、陰 性 デ アツ

タ^

以 上 月経 前期 熱9例 中結 核 ヲ謹 明 セ ズ シテ、 凝

集 反 鷹 陽 性(300倍)ナ リ シバ、 活動 性潜 伏結 核

ラ疑 ヒ得 タ、 唯 一例 デ ア ツ タ即 月経 前期 熱 ノ中

一 ハ、 結 核 ト全 ク無 關 係 ナ ル モ ノモ ア ツテ、 健

康者 二於 テモ亦認メラレルモノト信ゼラ・レル。

即力・ル所謂微熱 ハ卵集内分泌 ノ週期的攣化

ト、 ソレニ連關 シテ ノ甲獣腺、磯下垂膿前葉及

其他 ノ内分泌機能 ノ攣化二基 ク盟質性或ハ植物

性亜熱禮温 ト解繹 セラレルモ ノデアル。

即余 ノ結核凝集反慮バカクノ如キ月経前期熱三

磨用 シテ、結核 二原因 シテ居ルモノデアルカ否

カ ノ判定二役立 ツモノト信ぜラレル。

第四章 潜伏性結核、肺尖結核ノ疑アルモノ及結核性ナルヲ確定シ

得タルモノニ就テ

結 核 特 二肺結 核 ノ診 断 ニ へ 「レ」爲 眞 ハ臨抹 上

訣 クベ カ ラザ ル モ ノ ト シテ、 其 ノ重 要 性 ガ認 メ

ラ レテ居 ル。 然 シ「レ」所 見無 シ トスル モ、 直 チ

ニ活動 性 結核 無 シ ト噺 定 シ得 ル モ ノデハ ナ ィ。

即 「レ」所 見 正常 ナ ル潜 伏 性 結核 ノ存 在 シ、 「レ」

所 見有 リ トス ル モ全 ク治 癒 シテ、最 早 結核 疾 患

ナ ル名構 テ附 シ能 ハ ザ ル モ ノモ アル、 然 シ叉 時

二治 癒 シ終 レ リ ト認 メ ラ レル病 竈 ノ再 燃 シ來 レ

ル ガ如 キモ ノモ アル ガ故 二、 實 際 臨 抹 的 ニ ハ、

「レ」窮 眞 テ過 信 スル事 ハ許 サ レザ ル事 デ アル。

即 「レ」窮 眞 ノ假値 ハ陽 性 所 見 ノ存在 スル 時 ニ シ

テ、正 常 ナル 時 ハ、他 二物 理 的所 見 、症 状 、及

一 般 臨 休 諸 検 査 テ以 テ
、 愼 重 二考 慮 スベ キ デ ア

ノレo

一 般 臨 躰 留 家 ノ肺 尖 結 核
、 肺 門 部 結核 ト爲 ス モ

ノ ・縫!テニ於 テ、 「レ」所 見及 理 學 的所 見 ノ正 確

ナ ル謹 明 テ得 ル事 パ難 シ イ。

然 レ ド、 結 核 早 期 訟 断 ノ立 場 ヨ リス レバ、 「レ」

寓 眞 テ以 テ讃 明 シ得 ル以 前 二、 確 實 二診 定 シ得

ル事 ハ望 マ シ イ、 舷 二於 テ余 ハ、余 ノ結 核 凝 集

反 癒 ガ、 斯 ク ノ如 キ 目的 二封 シテ何 ラカ資 スル

所 アル カ ト検 索 シ テ見 タ ノ デ アル。

第 一 節 潜 伏 性 結 核 ノ疑 ア ル 者

二就 テ

余 ハ第24表 第4群 二於 テ、臨 林 上潜 伏 性 結 核 ヲ

思 ハ セ ルモ ノ17例(57番 ヨ リ73番 迄)一 就 テ

結 核凝 集 反 磨 テ實 施 シテ見 タ.其 ノ中 、 「レ」検

査 テ爲 シ得 タル モ ノハ15例 ニ シテ、何 レモ正

常 力或 ハ活 動 性 結 核 病 竈 テ謹 明 シ得 ザ ル モ ノ ・

ミデ アツ タ。 症 状 ヨ リス レバ17例 全 部 ガ微熱

ラ有 シ、 盗 汗 テ 訴 ヘ シモ ノハ12例 、 咳 ト疾 ノ

訴 ア リ シモ ノハ僅 力2例 、 咳 テ訴 ヘ シモ ノハ3

例 、 他 二或 ハ倦 怠感 、削 痩 テ或 ハ頭 痛 、 胸痛 テ

訴 ヘ シモ ノガ ア ッ タ。

17例 中嘱 音 テ謹 明 シ得 タル モ ノ2例 ト、家 族 歴

中 明 瞭 ナ結 核 感 染 源 テ澄 シ得 タル モ ノ2例 ガ認

メ ラ レタ∩

實 験 成 績 テ 見 ル ニ、150倍 ・(±)ハ2例 、200倍

陽 性(十)ハ4例 、300倍 ・陽 性(十ト)ハ6例 、400倍

陽 性(惜)ハ3例 、600倍 陽 性(柵)ハ1例 、800倍

陽 性(冊)ハ1例 デ アル。 即結 核 凝 集 反 慮 陽 性者

ノ、15例(88%)ニ シテ、陰 性 者 ハ僅 力2例(12%)'

二過 ギ ナ ィ。 然 モ猫 注 目 一 慣 スル事 ハ300倍 以

上 ノモ ノガ13例 、400倍 以 上 ノモ ノガ5例 ト言

フ如 ク、 凝 集 慣 ノ比 較 的 高 イモ ノガ多 ク認 メ ラ

レル事 デ アル 、 然 モ600倍 、800倍 ト言 ブ ガ如

キ極 メ テ高 キ凝 集 慣 ノ者 サヘ ガ認 メ ラ レル。

以 上 ノ如 キ成績 ヨ リ推 シテ考 ヘ レバ 、 臨躰 的漕

伏 性結 核 凝似 症 ハ余 ノ結 核 凝 集 反 慮 二依 リ、確

實 二latenteTuberculoseト 診 定 サ レ得 ル モ

ノ ト信 ぜ ラ レル。 而 シテ同時 二以 上 ノ如 キ實 験

結 果 ヨ リ、 必 然 二余 ハ次 ノ如 キ推 論 二達 シ得 ラ
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レル ト思 フ、 即結 核 疾 患 ハ其 ノ潜 伏 時 二於 テ、

既 二極 メテ 高 キ 凝 集 慣 二達 シ 得 ル モ ノデ ァル

事,及 感 染 ヨ リ登 病 二到 ル迄 二可 成 強 キ免 疫 力

テ得 ル モ ノデ アル ト言 フ 事 デ アル。 猫 第 六報

(次報)二 於 テ、最 モ適 當 ナル 材 料 テ用 ヒテ再 ビ

以 上 ノ事 實 テ論謹 スル積 デ アル。

然 シ若 シ斯 ク ノ如 ク、 潜 伏 性 結 核 二於 ケ ル結 核

凝 集 反 慮 ガ比 較 的 高 キ凝 集 償 テ呈 スル モ ノ トス

レバ、 余 ノ結 核 凝 集 反慮 ハ潜 伏 性 結 核 登 見 上 二

極 メテ大 ナル貢 献 テ爲 ス モ ノ ト言 ヒ得 ル謬 デ ア

ル。 而 シテ潜 伏 性 結 核 ノ登 見 ハ必然 結 核 早 期 診

断 ノ意 義 テ有 シ來 ル モ ノデ アル カ ラ、余 ノ結 核

凝 集 反 癒 ハ結 核 早期 診 断 二資 スル事 トナ リ、弦

二Arloingu.Courmont及Fornet等 ラ初 メ

幾 多先 人 醤 家 ノ希 望 シテ達 シ得 ザ リ シ目的 二近

寄 リ得 タ カ ト信 ズ ル モ ノデ アル。

第 二 節 肺 尖 結 核 ノ疑 ア ル 者 二就 テ

臨 沐署 家 ノ肺 尖 結 核 ナル訟 断 テ下 スハ、 必 ズ シ

モ、 「レ」所 見 上 明瞭 ナ ル結 核 病 竈 テ謹 明 シ得 ル

モ ノ ノ ミ トハ 限 ラナ ィ、 患者 ノ訴 ガ結 核 様 症 状

ラ呈 シ、 肺 尖 部 二明 瞭 ナル濁 音 テ謹 明 シ、 呼 吸

音 ノ攣 化 ラ認 メル カ、時 二曜 音 テ謹 シ得 ル時 ハ、

縦 令 「レ」所 見正 常 デ ア ツ テモ 、肺 尖結 核 ノ診 断

テ下 ス モ ノデ アル。

抑1肺 尖 結 核 ナ ル診 噺 ハ、apikocaudal二 肺 瘍

ノ登 生 スル ト言 フ善 設 二、 早期 浸 潤 論 ノ代 ツテ

ヨ リへ 次 第 二以 前 程 多 クツケ ラ レナ イ檬 ニナ

リ、 臨 躰 的 ニハ 多少 輕 覗 セ ラ レル傾 向 ガ認 メ ラ

レル、 然 シpathologischanatomischニ ノ・、物

理 的 所 見及 「レ」所 見 ラ鋏 ク材 料 二於 テモ 、 高傘

二肺 尖部 二結 核 病 竈 ヲ謹 明 シテ居 リ(Loeschke),

Andersu.Zeiss等 ハCulmenpulmonis及 其

他 ノ肺 尖 部 二高 卒 ノReinfectテ 謹 明 シテ居 ル。

勿論 病 理 解剖 的 ノ 肺 尖 病 竈 ノ 存 在 ハ 直 チ ニ悉

ク、 臨躰 的肺 尖 結 核 ナ ル疾 患 ノ存 在 テ意 味 ス ル

モ ノデハ ナ イ ガ、病 理 解剖 上 ノ事 實 カ ラ シテモ、

一一般 臨 鉢 的 二確 定 シ難 キ
、 潜 伏 性 ノ肺 尖 結 核 ノ

存在 ガ想 像 セ ラ レテ然 ルベ キ デ アル。

弦 二於 テ余 ハ、 注 意深 キ臨 休 検 査 ヨ リ、 肺 尖 結

核 テ疑 ツ テ可 ナ リ ト信 ゼ ラ レル モ ノ9例 ラ選 ビ

余 ノ結 核 凝集 反 磨 テ實施 シ テ・ 何 ラ カ診 断確 定

上資 スル所 アル ガ ト検 索 シテ 見 タ・

然 ル ニ其 ノ成績 デ ハ、200倍 陽 性(+)5例 ・300`

倍 陽 性(十)4例 ニ シテ、100%ノ 陽 性 成績 テ得

タ。 即 臨沐 的 二疑 ヒ タル肺 尖 結 核 二封 シ・ 血 清

學 的 二確 詮 テ與 ヘ タル モ ノ ト言 ヒ得 ル。

第 四 報 ニ モ論 ジテ オ ィ タガ・ 物 理 的 所 見 ・ 「レ」

所 見及 赤 血球 沈 降 速 度 ノ 如 キモ ノテ 以 テ シテ

モ、 確 信 アル診 定 二到 シ得 ガ タ キー 般 潜 伏 性 結

核 疾 患 二封 シテハ、 余 ノ結 核 凝 集 反 癒 ハ診 断 ノ

ー助 トシテ、大 ナ ル臨 躰 的 憤値 ア リ ト信 ズ ル モ.

ノテ アル。

第三節 結核 性疾 患 ナノレヲ確 メ得 タ

モ ノニ就 テ ノ結 核凝 集 反癒

第24表 ノ83番 ヨリ97番 迄 ノ15例 ハ凝集反癒'

陽性ナリシガ爲メニ、詳細二検査 シテ、途二結

核性疾患テ褒見セルモノ或ハ検査時結核疾患 テ

謹明 シナカツタモノデ、後二畿病 シテ、凝集反

癒成績 ノ正當ナ リシテ謹 シ得 タルモノ又ハ結核:

性疾患ナルカ否 カノ判定 二苦 シメルガ如キモ ノ

デ凝集反鷹成績 ノ診断確定二役立テルガ如 キモ

ノ ア ア ル 。

池 田(83番/ハ 微 熱 ト腹 痛 テ 訴 へ 時 二盗 汗 ア

リ、 「レ」所 見 ハ正 常 ニ シテ結 核 病 竈 テ認 メズ 、

他 二微iノ 原 因 テ謹 明 シ得 ナ カ ツ タ ガ、凝 集 反

.癒300倍 陽性(十)ニ シテ、 結 核 性 ノ限 局 性 腹 膜

炎 ド診 定 サ レ シモ ノデ アル。

菊 地(84番)ハ 微 熱 二血 尿 ガ ア リ、右 側 腎 腫 脹 テ

認 メ、 結 核 性 ナル カ、 腫 瘍 ナ ル カ ト種 々臨 躰 諸

検 査 テ爲 シタ ル モ ノニ シテ.余 ハ、 「レ」所 見正

常 デハ アル ガ、凝 集 反 慮300倍 陽 性(十)ナ ル ガ

故 二腎結 核 ト確 信 シ居 タ、 後 二途 二、 腎 結 核 ナ

ル ラ確 定 シ得 タル モ ノデ アル。

森 原(90番)ハ 微 熱 、盗 汗 、 腹 痛 ア リ、右 側 腎 ノ

大 ナ ル腫 脹 テ認 メ、初 メ腎結 核 テ疑 ヒタ ル モ、

尿 中膿 球 テ極 メテ多 量 二見 出 スニ 關 ラズ、 結 槙

菌 テ初 メ、 何 ラ ノ菌 テモ謹 明 セズ、 「レ」所 見 ハ

唯 僅 カ ニ右 側 肺 門部 淋 巴 腺 ノ輕 度 ノ腫 脹 ト石 灰 .
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化 セ ル病 竈 テ謹 明 シ得 ル ニ過 ギナ カ ツ 久 依 ツ

テ 「ピ ヨネ フ ロー ゼ」ノ診 断 ノ下 二、 泌 尿 科 二遽

リ、同科 二於 テ モ亦 同 訟 断 ノ下 二手 術 テ行 ツ タ、

而 シテ其 ノ 結 果 腎 結 核 ナ ル 事 ノ 確 定 セ ル モ ノ

デ、 余 ノ結 核 凝 集 反 慮 ノ600倍 陽 性(冊)ナ リ シ

モ ノデ ア ツ タ、 本例 ノ如 キ ハ、 肺 門 淋 巴腺 腫 脹

ノ こニ テ モ、 陽 性 二反 慮 シ得 ル モ ノデ アル ガ、

凝 集 反 磨 強 陽 性 ナ ル貼 ヨ リ、 活 動 性 病 竈 ノ存 在

テ思 ハ シ ノ、 途 二 「ピ ヨネ フ ロー ゼ」ガ結 核 性 ナ

ラ ン ト想 定 シ得 タモ ノデ アル。

瀬 川(91番)ハ アヂ ソ ン氏 病 デ アル ガ、 余 ノ結 核

凝 集 反 磨 ハ200倍 陽性(+)ニ シテ、 結 核 二原 因

スル モ ノ デハ ナ ィカ ト思 バ レル。

古 市(92番)、 伊 藤(93番)、 中川(94番)、 熊 木

(95番)ノ 如 キ ハ、何 レモ、凝 集 反 慮 陽 性 ナ ル ガ

爲 メ ー、 「レ」爲 眞 テ撮 リ、結 核 病 竈 テ謹 明 セ ル

モ ノデ アル。 古 市(胃 癌)ハ 微 熱 、盗 汗 、 咳 テ訴

く 、 熊 木(胃 潰瘍)モ 亦 微 熱 、 盗 汗 テ訴 ヘ タ ル モ

ん 」シテ、 何 レモ肺 尖 結 核 テ、 「レ」所 見 上 謹 シ

得 タル モ ノデ アル。 伊 藤 、 中川 ノ雨 人 ハ余 ノ知

人 一 シテ、 職 二就 イ テ居 ル モ ノデ アル ガ、 偶 々

結 核 凝 集 反 磨 ラ検 シテ、 共 二300倍 陽 性 ナ リ シ

テ以 テ、 「レ」寡 眞 テ撮 リタル ー、 伊 藤 ハ肺 門 部

淋 巴腺 ノ腫 脹 テ認 メ、 中川 ハ右 側 肺 尖部 二、 檜

殖 性 結 核 病 竈 テ謹 明 シ得 タ、 雨 人 共 二勤 務 ラ綾

ケ居 ル モ、 何 レモ微 熱 テ訴 へ、 時 二盗 汗 テ見 ル

ト言 フ 。

梁 田(96番)ハ 僅 カ ニ微 熱 テ訴 フル ニ過 ギ ナ カ ツ

タ ガ、 赤 血球 沈 降 速 度1時 間 値86ニ シテ、物 理

的 所 見 テ鋏 ク モ ノ デ アツ タ.「 レ」所 見 上、 側 氣

管 枝 淋 巴腺 腫脹 テ詮 明 シ、 余 ノ結 核 凝 集 反 慮 テ

検 スル ニ、400倍 陽 性(柵)デ アツ タ。 本 例 ハ

「レ」寡 眞 ノ後 二検 査 シタ ノ デ ァル ガ
、 ヵ ・ル 、

微 熱 ノ ミテ訴 フル モ ノニ於 テ結 核 凝 集 反 磨 ハ 、

少 ク モ其 ノ微 熱 ノ結 核 性 ナ ル テ謹 明 スル ニ資 ス

ル所 ア リ ト信 ズ ル。

仙 鳥(97番)ハ 初 メ高 熱 ア リ、「レ」所 見 上 肺 門 周

園 浸 潤 ラ認 ム ル モ、 其 ノ所 見 ハ索状 多 ク シテ、

.急性 二登 病 セ ル モ ノ トモ思 ハ レザル所 見 デ アツ

久 其 ノ爲 メー一鷹i腸窒 扶 斯 、 敗 血 症 ノ如 キ テ疑

ツ タ ガ、 余 ノ結 核 凝 集 反 癒 ハ400倍(冊)ノ 強 陽

性 ナ リ シ爲 メ、 余 ハ高 熱 ノ原 因 テ、 「レ」所 見 二

見 ル結 核 性 ノモ ノ ト確 信 シテ居 久 其 後 次 第 二

解 熱 シ、 長 ク微 熱 テ残 シ タガ逡 二快 癒 シテ退院

セル モ ノデ アル。

本 例 二見 ル如 ク、 肺 門腺 結 核 又 ハ肺 門 周 園浸 潤

ニ シテ、 急 激 二高 熱 テ以 テ初 ル モ ノハ、 時 二腸

窒扶 斯 或 ハ急 性 肺 炎 等 テ 疑 フ貞 到 ル 事 ガ アル

ガ、 余 ノ結 核 凝 集 反 慮 バー 般 二、 カ ・ル モ ノ臼

於 テ、 強 ク反 慮 スル モ ノデ アル カ ラ、 診 断確 定

上補 助 診 断 法 ト シテ 資 ス ル 所 大 ナ リ ト確 信 ス

ノレo

次 二定 型 的 初期 喀 血 ノ4例 二就 テ見 ル ニ、 松 竹

(86番)、 山 田(87番 〉、 佐 々木(88)番 、 ノ3例

ハ 「レ」所 見 二病 竈 ラ謹 シ得 ザ リ シモ ノニ シテ、

唯 蔦 原(89番)ノ ミガ、滲 出性 結 核 病 竈 ラ右 側鎖

骨 下 二認 メ タ。 コ レ ラ ノ凝 集 憤 テ 見 ル ニ、300

倍 ガ2例 、400倍 ガ2例 デ アル。 即4例 トモ比

較 的 高 キ凝 集 債 ラ示 シテ居 ル。 カ ・ル事 實 ハ前

述 セル如 ク、 潜 伏 性 結 核 及 潜 伏 性 肺 尖 結 核 二於

テ、 凝 集 憤 ノー 般 二高 憤 ナ ル トー 致 スル モ ノガ

アル。 自口「レj所 見 陰 性 ナ リ ト錐 、喀 血 ナ ル、略1

決 定 的 ナ ル症 状 テ以 テ、 其 ノ潜 伏 性 結 核 テ暴 露

セ ル モ ノガ、斯 ク ノ如 ク ニ比 較 的 凝 集 債 ノ高 キ

事 ハ、 余 ノ結 核 凝 集 反 慮 ノ早 期 診 断 的 意 義 テ強

カ ラ シノル モ ノ ト信 ズ ル。

猶 其 ノ中400倍 陽 性 ナ リ シ、 佐 々木 ハ後 二右側

1勲性肋 膜 炎 テ併 駿 シテ、 活 動 性結 核 ナ ル事 ガ謹

明 セ ラ レタ。

藤 田(85番)ハ 顔 面 聯 経 麻 癖 ニ テ入 院 加 療 中、突

然 高 熱 テ出 シ、 咳 、 疾 ノ登 現 テ見 ル ニ到 ツ タ。

「レ」所 見 ハ正 常 ナ リ シモ
、 結 核 凝 集 反 慮 ハ400

倍 陽 性(冊)ニ シテ、 余 ハ結 核 性 ノ高 熱 ト信 ジテ

居 タ、解 熱 ト共 二退 院 セル モ、 其 後1ケ 月、滲

出 性 肋膜 尖 ノ犠 現 テ見 、再 ビ入 院 シ テ來 タモ ノ

デ アル、 本 例 ノ如 キハ、 臨躰 上結 核 性 疾 患 ノ謹

明 テ爲 シ得 ザ リ シ以前 二serologisch二 活動 性

結 核 ノ存 在 ラ諦 明 セル モ ノ トシテ、 余 ノ結 核 凝
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集反慮 ノ臨躰的慣値ヲ大 ナラシメルモ ノト信 ズ

ノレo

以 上 實 験 セ ル臨 躰 例 ヨ リ、 余 ノ結 核 凝 集 反 磨 ハ

極 メ テ鋭 敏 ニ シ テ、 一 般 潜 伏 性 結 核 ノ螢 見 二 資

ス ル 所 大 デ ア リ、 從 ツ テ 理 想 的 二 近 キ 早}匪 結

核 診 断 法 デ アル ト確 信 ス ル モ ノ デ ア ル 。 勿 論

activelatenteTuberculoseノ ・activeklinische

《manifeste)Tuberculose二 必 ズ シモ 移 行 ス

ル モ ノ トハ 限 ラ ナ ィ、 潜 伏 性 二 経 過 シ テ 、 治

癒 シ 終 レ ル モ ノ モ ア ル 筈 デ ア ル カ ラ、serolo-

gischeactiveTuberculoseノ 唯iserologlsch

一 ノ ミ詮 明 シ得 ル モ ノ ト シテ 、 臨 鉢 所 見 ノ鋏 ク

モ ノモ ア ル 課 デ ア ル、 然 シ結 核 早 期 診 断 ノ要 訣

ハmanifestト1atentト テ 問 ハ ズ 、active

Tuberculoseノ 登 見 ニ ア ル ノ デ ア ル カ ラ、 各 方

面 ヨ リ ノ臨 躰 諸 検 査 テ綜 合 シ、ソ レ ニserologis-

cheReaktionノ 成 績 テ加 ヘ テ極 力activeTu-

berculoseノ 存 否 テ確 メ ル 事 ガ 必 要 デ アル 。
●

猫結 核疾 患 ノ性質 上 、 鋭 敏 ナ反 慮 程 、 結 核 感染

個 盟 二於 ケル 、 病 機 ノ程 度 二癒 ジ、 一定 程度 ノ

反 癒 ガ見 ラ レル繹 デ ア ツ テ、 余 ノ結 核 凝 集 反 慮

二於 テ モ、ヱ=≧上 二 氏 反 磨 陽性 ノ モ ノニ・50倍

陰 性,50倍 、100倍 、150倍 陽 性 ト言 フ如 ク ニ・

陰 性 成 績 ノ中 ニ モ凝 集 債 ノ階段 ガ認 メ ラ レル モ

ノデ アル。 而 シテ 余 ハ 多撒 ノ 實 験 例(第 四 報 参

照)ヨ リ、200倍 以 上 ノ凝 集債 テ以 テ、凝 集 反 磨

陽性 ト定 メ テ居 ル ガ、 凝 集 債200倍 ト言 フモ・

其 ノ結 核 感 染 個 禮 ノ達 シ得 タ最 高 凝 集 償 デ アル

カ、 低 値 ヨ リ高 値 二向 フ途 次 ノモ ノデ アル カ、

高値 ヨ リ低 下 シテ來 タ途 次 ノモ ノデ アル カ ニ依

リ、 其 ノ意 義 モ異 ル モ ノ ト思 バ レル ガ、 一 般 二

200倍 陽 性 以 上 ノモ ノテ活動 性 ト認 メテ 可 ナ ラ

ンカ ト信 ジ テ居 ル。

即余 ハ第 四 報 ノ結 論 ト本 報 ノ諸 實 験 トヨ リ、余

ノ結 核 凝 集 反 慮 ガー 般 臨躰 諸検 査 二加 ヘ テ、 重

要 ナル診 断 的 償値 ア リ ト信 ズ ル モ ノデ アル。

第五章 急性關節僕麻質斯 卜結核凝集反朦

急 性 關 節 懊麻 質 斯 ハLoewenstein及Reitter

雨 氏 ガ其 ノ流血 中 カ ラ、結 核 菌 ヲ純培 養 シ得 タ

〈1930》ト報 ジテ ヨ リ、 再 ビ結 核 菌病 原 設 ガ有 力

トナ ツ テ來 タガ、 今 猫 賛 否 ノ アル所 デ ア ル。

然 シ結 核 性 屡麻 質 斯 ナ ル名構 サへ一 部 ノ學 者 二

於 テ用 ヒ ラ レテ居 リ、 結 核 トノ因果 關 係 ノ否 定

シ難 イモ ノモ認 メ ラ レテ居 ル ガ故 二、急 性 關 節

縷 麻 質 斯 ト構 セ ラ レテ居 ル モ ノ ・中 ニ へ 結 核

性 ノモ ノモ、 非結 核 性 ノモ ノモ アル ト考 ヘ ラ レ

ル。 然 シ臨殊 所 見 テ以 テ ハ雨 者 ノ鑑 別 ハ殆 ン ド

不 可 能 二近 イ。

猶 叉一 方 ニハ 急 性 關節 屡麻 質 斯 ノ病 原盟 テ球 菌

ナ リ ト爲 ス、米 國 學 派 ノ球 菌 病原 説 モ唱 ヘ ラ レ

テ居 ル。

余 ハ就 二第2報 二於 テ論 ゼル如 ク、 コ.ホ ノ抗

酸 性結 核 菌 ノ ミテ以 テ、生 膿 二結 核 病 攣 テ起 ス

唯 一 ノ結 核病 原 膿 トハ認 メ ズ、結 核菌 バー 定 ノ

登 育 環 テ爲 スモ ノ・・…シテ、 種 々 ナ ルPhaseテ

有 シテ居 リ、 然 モ其 ノ各Phaseテ 爲 ス モ ノガ、

ソ レゾ レ特 有 ナ病 攣 テ生 禮 二起 スモ ノデ アル ト

信 ジテ居 ル。

故 二Loewenstein等 ガ急 性 關 節 縷 庶 質 斯 ノ流

血 中 ヨ リ、 コ ッホ 氏菌 ラ謹 明 シ、 米 國 學 派 ノ球

菌 テ詮 明 スル ト言 フモ、或 ハ時 二 同一 ノ意 義 二

蹄 着 スル事 トモ ナ ル ノデ ハ ナ イ カ ト想像 シ、 カ

カル モ ノニ余 ノ結 移 凝 集 反 慮 ガ 如何 二反 磨 スル

カ テ見 ン トシテ、 定 型 的 急 性 關節 懊 麻 質 斯7例

二就 テ實 験 シテ見 タ。

然 ル ニ第24表 第5群 二於 テ示 ス如 ク、400倍 陽

性(柵)4例 、600倍 陽 性(冊)3例 ニ シテ、 線 テ

ガ極 メテ高 償 ナ ル陽 性 凝 集 贋 テ示 シ タ.

各例 二就 テ見 ル ニ、梶 野(98番)ハ 其 ノ既 往 症 二

於 テ1黒性 肋膜 炎 ラ謹 明 シ得 タ ガ、 臨脈 上活 動 性

結 核 ノ存 在 テ認 メズ、 成 田(104番)ハ 嚢 病 ト共

二肺 門 腺 腫 脹 ガ謹 明 セ ラ レ タ.然 ル ニ鈴 木(99

番)、 山 口(100番)、 河 奥(101番)、 宮 田(102番)、
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右 井(103番)一 ハ結 核 疾 患 ガ謹 明 セ ラ レナ カ ツ

タ。

即 余 ノ實 施 セル急 性 關節 縷麻 質 斯 ノ7例 ガ、 結

核 性 疾 患 テ詮 明 スル ト否 トニ關 ハ ラズ、 一 様 二

高 キ凝 集 贋 テ示 シタル ハ 、偶 然7例 トモ結 核 性

關 節 健 麻 質 斯 デ ア ツ タ爲 ト爲 スベ キ カ、 ソ レ ト

モ急 性 關 節 縷 麻 質 斯 ソ ノモ ノガ、結 核 二關 連 セ

ル 疾 患 ナ リ ト ハー詮 テ眞 ナ リ ト爲 ス ベ キ カ バ 問

題 デ アル。

然 レ ド「レ」所 見 上 結 核 病 竈 テ認 メズ 、結 核 性 疾

患 ノ既 往 無 キ臨 躰 上 定 型 的 急 性 關節 縷麻 質斯 ノ

5例 ガ何 レモ等 シク300倍 又 ハ400倍 ノ高 キ凝

集 債 ラ呈 セ ル ハ、 該 疾 患 ノ結 核 菌 病 原 設 二承 認

ラ與 フル ノー 謹 左 トモ ナ ル カ ト信 ぜ ラ レル 、然

シ第2報 二報 ジ タ如 ク、 結 核 患 者 ノ流 血 中 ヨ リ

球 状 結 核 菌 テ高 傘 二 謹 明 セ ル モ ノ(Pla-Caball-

ero)、 結 核 患 者 流 血 中 ヨ リ球 歌 菌 テ分 離 培 養 シ

テ、 海 狸 ノ 實 験 上、praetubercul6sタ ラ シメ

ル事 テ確 認 セル モ ノ(Reenstierna)或 ハ 結 核 患

者 流 血 中 ヨ リ読 明 セル 球 歌 菌 ノ 動 物 通 過 二依

.リ 、 結 核 菌 二攣 異 スル テ認 メ シモ ノ(Urgoiti)、

又 ハ球H犬結 核 菌 ニ ヨ リテ、praebacillEreGra-

nulaemieテ 起 ス ト爲 ス、Calmetteノ 如 キモ

ハ アル ヨ リス レバ、 急 性 關 節 健 麻 質 斯 ノ球 菌

病 原 論 テ必 ズ シモ非 結 核 性 ノ球 菌 二依 ル モ ノ ト

爲 ス必要 ガ無 イ様 二思 バ レル。 即 力 ・ル考 ヨ リ

ス レバ、 急 性 關 節 倭 麻 質 斯 ノ流 血 ヨ リ、 コ ッホ

氏 菌 テ詮 明 シテ モ、 叉 ハ球 菌 テ謹 明 シタ トシテ

モ、 結 局 ハ結 核 性 ノモ ノ デ ア ツテ良 イ課 デハ ナ

ィカ ト思 バ レル 。

然 シ斯 カル 問題 二關 シテ へ 輕 々 シイ推 論 テ以

テ満 足 スベ キ モ ノデ ハ無 イ、 唯 余 ノ結 核 凝 集 反

慮 ノ成績 ト結 核 病 原 禮 二關 スル近 時 ノ諸 研 究 ヨ

リ推 シテ、 以 上 ノ如 ク考 フル モ 、 強 チ無 理 カ ラ

ザ ル事 ト信 ズ ル ダ ケ デ アル。

即急 性 關 節 健 麻 質 斯 ニ ハ非 結 核 性 ノ モ ノモ アル

ノデ ァ ラ ウガ、 余 ノ實 瞼 セ ル成 績 ハ結 核 性 ノモ

ノモ ア リ得 ル トノ推 測 ニー 根 稼 テ與 フル カ ニ思

ノ、 レ ノレ
o

第六章 糖尿病 卜結核凝集反磨

糖尿病患者 二於 テハ糖尿病二依ル衰弱死ハ比較

的少 久 多クハ其 ノ合併症 二依ルモ ノデァル。

而 シテ合併症 トシテハ肺結核 ガ最モ多 ク見 ラレ

ノレo

而 シテ報 告例 テ見 ル ニ、250例 ノ 糖 尿 病 患 者 二

42%二 肺 結 核 テi明 シ得 タ ト爲 ス モ ノ(Gries-

inger)、 糖尿 病 患 者 ノ23%ガ 結 核 死 二終 ル ト爲

ス モ ノ(GermainSee)糖 尿 病 患 者55例 ノ 剖 見

二於 テ50%二 肺 結 核 テ詮 明 スル ト爲 ス モ ノ(Fr・

erichs)等 ガ ァ ッ タ ガ、 「イン シュリ ン」登 見 後lb

糖 尿 病 ノ治 療 ガ 充 分 行 バ レル 様 ニ ナ ツ テ カ ラ

へ 以 上 ノ如 キ高 傘 ノ合 併 頻 度 ガ極 メ テ少 クナ

ツ テ來 テ居 ル。

1927年M.Rosenbergu.G.Wolffノ 、1000

例 ノ糖 尿 病 患 者 中僅 力4%二 結 核 テ謹 明 ス ル ニ

過 ギナ カ ツ タ ト言 ツ テ居 ル。

猫 本 邦 ノ報 告 例 テ見 ル ニ、19.3%(幅 島)、16.5

%(圓 治)、7.1%(堂 森 、 加 登)、4.4%(山 田、松

坂)ト 言 フガ如 久 高 キ ハ19.3%ヨ リ低 キハ4.4

%迄 ノ動 揺 ガ認 メ ラ レル。

然 シ肺 結 核 ハ糖 尿 病 患 者 ニ トリテ極 メ テ悪 シキ

合 併 症 タル ハ言 ラ挨 タナ ィ。 而 シテ結 核 ノ登病

ラ見 ル ヤ、 僅 力1ケ 年 ニ シテ、其 ノ50%以 上 ガ

結 核 死 二終 ル トモ言 ハ レテ居 ル(HenryB.Go・

tten)。 故 二糖 尿 病 患 者 ノ治 療 二 當 ツ テ ハ肺結

核 ノ合 併 二繕 ヘ ズ、 注 意 テ向 ケ テ居 ラナ ケ レバ

ナ ラナ ィ。 然 ル ニ糖 尿 病 患 者 二肺 結 核 ノ合併 シ

來 ル際 ハ、 厘 ヒ陰 瞼 ナ ル登 病経 過 テ トル モ ノデ

アツ テ、 肺 尖 下 又 ハ肺 門周 園 二 占居 シ、 早 期 ニ

ハ 自斑 症 状 テ鋏 キ
、 物 理 的所 見 モ無 イモ ノデ ア

ル ト言 ハ レテ居 ル(AndrewL .Banyai)。 斯 ク

ノ如 久 肺 結 核 ハ糖 尿 病 患 者 ニ トリテ、 重 篤 ナ
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ル合併 症 デ ア リナ ガ ラ、 其 ノ登 病 テ長 ク認 メ ル

事 ガ出來 ズ、 正 シ イ治 療 ノ時期 テ失 ス ル事 ガ多

　っゆ"ulli◎イモ ノア アル
。

即 糖尿 病 二合併 スル肺 結 核 バー 般 二漕 行 的 二初

マ ツテ、 突 登 スル事 ハ少 イ、 即 喀 血 スル事 ハ少

ク、 咳、 喀 疾等 モ少 ク(Naunyn)、 喀 疾 中 二結

核 菌 テ詮 明 スル 事 モ 少 イ(Lichtwitz)、 一般 二

診 断 テ困 難 ナ ラ シメル ハ、 登 熱 テ見 ル事 少 ク、

理 學 的所 見 ノ不 明瞭 ニ シテ、濁 音 ハ勿論 、i聴診 所

見 モ亦 不 明 瞭 ナ 爲 デ アル(HansCurschmann)

故 二糖尿 病 患者 二於 ケル肺結 核 ノ獲 見 ハ主 ト シ

テX爲 眞 二員 フモ ノデ ア ツテ(H.Wesslerand

且.Hennell)、Leitnerノ 女ロキ へ 糖 尿 病 患 者

バ ー 定期 間 二胸 部X爲 眞 テ撮 リテ
、 極 力 、 肺結

核 ノ早 期 診 断 テ爲 サ ネバ ナ ラナ イ ト強 調 シテ居

ノレo

余 ハ余 ノ結 核 凝 集 反 慮 ノ 實験 早 期 二 於 テ(第

24表 第6群 参 照)、 高 谷(121番) 、前 田t122番)

ノ2例 ノ糖尿 病 患 者 ガ共 二300倍 陽 性(朴)デ ア

ツ タガ、 表示 スル如 久 何 等 結 核 ノ存在 テ疑 フ

A"キ 症 猷 無 カ リ シ爲 メ
、X爲 眞 ノ撮 影 テ爲 サ ズ

ニ過 ギ テ 仕舞 ツ 久 其 後大 井
、 藤 本(118-119

番)'ノ2例 ガ共 二200倍 陽 性(+)ナ リ シ爲 メ、弦

へX爲 眞 テ撮 リテ検 シ タル ニ、 大 井 ハ肺 門 部

周 園浸 潤 テ謹 明 シ、 藤 本 ハ右 側 肺 尖 部 ヨ リ鎖 骨

下 ニ カ ケテ、檜 殖 性 結 核 病 竈 テ詮 明 シタ.然 シ

コ ノ2例 トモ、何 等 結 核 症駄 テ訴 ヘ ザ リ シモ ノ

テ ア ツ タ.

爾 來余 ハ糖 尿 病 患者 二於 ケル結 核 凝集 反 磨 二興

味 テ持 チ、 陽 性反 慮 者 ニ ハ極 力X爲 眞 ノ撮 影 テ

實 施 シテ、結 核 病 竈 ノ有 無 テ追 求 シタ。

第24表 第6群 二於 テ、23例 ノ 糖 尿 病 患 者 二實

施 セ ル、結 核 凝集 反 慮 成 績 ラ表 示 ス ル。

50倍 陰 性 ハ5例 、其 中X爲 眞 テ撮 レル モ ノハ2

例 ニ シテ、其 ノ所 見 ハ正 常 デ ア ッ タ
。

50倍 陽 性 ハ4例 、X窟 眞 撮 レル1例 ハ正 常 ナ ル

所 見 テ呈 シテ居 ル。

100倍 陽 性 ハ2例
、150倍 陽性 ハ1例 ニ シテ、 結

獺 集反re陰 性 者 ハ線 テ デ12例(52%)デ ァル
。

而 シテ 凝 集 反 慮 陽 性 者 テ 見 ル ー、 小 松 川(117

番)ハ200倍 陽 性(+)∴ シテ、 肺 門部 周 園 浸潤

テ、 大 井(118番)ハ200倍 陽 性(+Lシ テ、 同

檬 肺 門部 周 園 浸 潤 テ諦 明 シタ。 藤 本(119番)ハ

左側 一 増 殖 性 肺 結 核 テ 讃 明 シテ、200倍 陽 性

(+)、 粟 栖(120番)ハ200倍 陽 性(+)ニ シテ、

檜 殖 、 滲 出 性 ノ混 合 型 テ示 シ、 高 谷(121番)、

前 田(122番)ハ300倍 陽 性 「一什)デ アツ タ ガ、 前

述 セ シ如 久X窮 眞 テ撮 ツ テハ居 ラナ ィ。

土 門(123番)ハ300倍 陽 性(十)ニ シテ、 増 殖 性

肺結 核 テ右側 肺 門部 部 近 二読 明 シ タ、 然 シ「レ」

'所 見 テ正常 デ ア ツ タ
、 田 中(124番)、 新 井(125

番)ハ 等 シク300倍 陽 性(十 ・♪デ ア リ、 飯 本 ぐ126

番)ハ300倍 陽 性(升)、 且 肺 門周 園浸 潤 テ 詮 明

シタ。 然 ル ニ 北(127番)ハ400倍 陽 性(帯)デ ア

ツ タガ、X爲 眞 テ撮 ル事 ハ出 來 ナ カ ツ タ.

以 上 陽性 成績 テ示 シタ11例(48%)中 、200倍 陽

性(十)ハ4例 、300倍 陽 性(十)ハ6例 、400倍

陽 性(帯)ハ1例 デ アル。

而 シテ11例 ノ陽性 者 中、X爲 眞 テ撮 シ 得 タル

モ ノハ8例 ニ シテ、 其 ノ中結 核 病 竈 ラ詮 明 セ ル

モ ノハ6例b正 常 所 見 テ呈 セル モ ノハ
、2例 デ

ア ツ タ。 而 シテ結 核 病竈 ラ謹 シタル6例 テ見 ル

ー、1例 ノ混 合型 、2ノ 増 殖 性 、3例 ノ肺 門周

園浸 潤 一 シテ、糖 尿 病 患 者 二多 シ ト爲 ス
、 増 殖

性 肺 結 楓 肺 門 周 圃 浸 潤 ガ6例 中5例 テ占 メテ

居 ル。 然 モ混 合 型 ノモ ノテ初 メ何 レモ
、 微 熱

喀疾 ・ 咳・ 盗 汗、 喀 血 ノ如 キ モ ノ無 ク、 理 學 的

所 見 モ全 ク無 イカ、 極 ノ テ僅 カ ニ認 メ ラ レノレ_

過 ギ ナ イモ ノデ ア ツ タ。 故 二x顧 テ撮 影 セ ノレ

ハ線 テ余 ノ結 核 凝 集 反 鷹 陽 性 ナ リ シガ 爲
メ ニ シ

テ・何 レモ・余 ノ結 核 凝 集 反 慮 二依 リテ初 メ テ結

核 疾 患 ノ存 在 テ疑 ヒ且醗 シ得 タ モ ノデ アル
。故

二余 ハ
・X願 正 常 デ ア ツテ モ.ra集 鷹300

倍 馳(+)ナ リ シ、 田 中 噺 井 ハ潜 伏 性結 核 ラ

有 スル モ ノ トシテ濫 覗 ス ル ノ必 要 ア リ ト信 ズ

ル。 而 シテ
・ 「レ」検 査 テ爲 シ 得 ナ カ ツ 久300

倍 陽 性(十)ノ 高 谷 、 前 田
、 及400倍 陽 性(帯)ノ

北 ノ如 キモ、モ シ「レ」検 査 ラ爲 シ得 タ トス レ
,ご
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●

或 ハ結 核 病 竈 テ讃 シ得 タ!デ ハ ナ イ カ ト思 ハ レ

」レo

何 レニ セ ヨ、 既 二 「レ」所 見 正 常 ナ ル潜 状 結 核 ラ

登 見 ス ルニ資 スル ト論 諦 セル、 余 ノ結 核 凝 集 反

鷹 ハ糖 尿 病 患 ・者 二實 施 シテ、 肺 結 核 ノ有 無 ノ診

定 二資 ス ル所 ア リ ト信 ズ ル。

即 余 ノ實 験 シ得 タル23例 ノ 糖 尿 病 患 者 二於 テ

結 核 凝 集 反 庶 陰 性 ハ52%、 陽 性 ハ48%デ ア ツ

テ、 高 率 ノ陽 性%テ 示 シテ居 ル。 而 シテ カ ・ル

serologischactiveTuberculoseテ 有 ス ト思 バ

レル11例 ノ中8例 二就 テ、「レ」検 査 テ實 施 シ得

タガ、 其 ノ中結 核 病竈 テ諦 シ得 タ ル モ ノハ6例

(75%)、 謹 シ得 ザ リ シモ ノハ2例(25%)デ アル。

然 シ結 局23例 中確 實 二結 核 疾 患 テ 謹 明 シ得 タ

モ ノハ6例 ニ シテ、26%二 相 當 シテ居 ル。 コ レ

ニ依 ツテ見 ル モ糖 尿 病 患 者 ニ ハ可 成 高 傘 二結 核

ガ合 併 シテ來 ル モ ノ ト思 バ レル 。

以 上 ノ實 験 成 績 ヨ リ見 レバ、 結 核 疾 患 ノ存 在 ラ

疑 フベ キ何 等 ノ症 状 及 所 見 無 イ糖 尿 病 患 者 デ ァ

ツ テ モ、 凝 集 反癒 陽性 ナ ル モ ノ デ ァ レバ、 「レ」

検 査 上、例 ヘ バ75%ト 言 フ如 ク高 傘 二結 核 病 竈

テ讃 シ得 ル事 トナ リ、 余 ノ結 核 凝 集 反 磨 ノ肺結

核 早 期診 断 上、 大 イニ資 ス ル所 ア リ ト確 信 スル

モ ノデ アル。

第七章 無自畳性肺結核 卜凝集便ノ高キ肺結核二就テ

喀 血 二依 リ、 初 メテ肺 結 核 二罹 患 シテ居 ル ト言

フ 自箆 二達 ス ル モ ノヤ、 「レ」検 査 二依 リテ、 肺

結 核 ノ存 在 テ知 リ、 驚 愕 ス ル ト言 フ様 ナ モ ノハ

決 シテ少 クナ ィ。

斯 カ ル所 謂 無 自豊 性 肺結 核 ハimmunbiologisch

ニ ハ特 記 スベ キモ ノ トハ思 ハ レナ ィガ、 臨 躰 診

断 上 意 味無 シ トシナfガ 故 二、 定 型 的9例 二就

テ實 施 セ ル 結 核 凝 集 反 鷹 成績 テ 第24表 第7群

二於 テ表示 シ タ。

無 自畳 性 肺結 核 ト言 フ事 ハ、前 竜 二述 べ タ糖 尿

病 二合 併 セル肺結 核 ノ如 キ、無 症 男犬性 肺 結 核 ト

同 一 ナ ル モ ノデハ ナ イ ガ、 然 シー般 二症 状 ハ輕

微 ナ ル事 ガ多 ク、 ソ レニ加 フ ル ニ、患 者 ノ性格

教 養 等 ノ程 度 二鷹 ジテ 成立 スル 所 ノ モ ノデ ア

ノレ.o

村 田(128番)ハ 中 等學 校 ノ生徒 デ、 唯 僅 カ ニ痩

削 、倦 怠 感 テ訴 フル ノ こデ アツ タ ガ 「レ」所 見 上

左 上野 カ ラ肺 尖 部 一 カ ケ テ 粟 粒 性 播 種 テ 認 メ

タ。 即Neumannノ 言 フ 所謂Spitzenmiliar-

tuberculose-=似 タル形 ノモ ノデ ア ツ タ。

而 シテ凝 集 反 慮 成 績 ハ200倍 陽 性r+1デ ア ツ タ。

氣 胸 治 療 テ行 フ爲 、 入院 テ奨 メ タ ガ、 症 状 輕 微

ナ 爲、 入院 ラ欲 セ ズ、 患 者 自 身 ハ肺 結 核 ナ ル診

断 ラ疑 ヒ、信 ジ得 ザ ル面 持 ラ以 テ 去 ツテ行 ツ タ。

宮 下(129番)ハ 除 隊 シ タバ カ リ ・ 兵 士 デ アツ

テ、 近 時 風邪 ノ氣 分 ガ トレズ、倦 怠感 ア リ、 時

二微 熱 テ見 ル事 ガ アツ タ ノデ、 健 康 診 断 テ欲 シ

テ外 來 テ訪 ネ テ來 タ モ ノデ アル、 然 ル ニ 「レ」所

見 ハ、 右 肺 上 野 二室 洞 ラ認 メ、 且其 ノ周 圃及 下

方 二向 ツ テ滲 出牲 ノ病竈 テ謹 明 シタ。 結 核凝 集

反 癒 ハ200倍 陽 性(十)デ ア ツ タ。

渡 邊(130番)ハ 日常 咳 、 喀 疾 テ見 ル モ、 其 ノ他

二苦 痛 テ感 ズ ル様 ナ 自魔 症 状 ガ無 イ爲 メ、 勤務

ラ緬 ケ テ居 タ、 某 所 ノ小 使 デ ア ル ガ、痩 削 ガ見

ラ レル様 ニ ナ ツ タ ノデ、「レ」検 査 テ爲 シタル ニ、

肺 結 核 ト ノ診 定 テ受 久 「レ」爲 眞 テ携 帯 シテ外

來 テ訪 ネ來 ツ タモ ノデ ア ル。 「レ」所 見 ハ右 鎖 骨

下 二大 キナ室 洞 形 成 ア リ、 右 肺 全 般 二滲 出性 且

所 々壇 殖 性 トナ ツ タ病 竈 テ謹 明 シタ.凝 集 憤 ハ

200倍 く+)デ ア ツ テ、 入院 後次 第 二 病 歌 ノ悪化

が認 メ ラ レル。

佐 藤(131番)ハ 主訴 トス ル所 ハ噺 榎 ト咳 デ アル

ガ、 患 者 ハ他 二苦 痛 トスル 症状 モ無 イ爲 、 長 引

イタ風 邪 ト考 ヘ テ 勢 働 テ 綾 ケ テ 居 タモ1デ ア

ル。 然 ル ー 「レ」検 査 二依 リ雨 肺 ノ殆 ン ド全 般 二

亙 ル檜 殖 性 結 核 病 竈 テ讃 明 シ、 猫 耳 鼻 咽 喉 科 ノ

診 断 ハ喉 頭結 核 デ ア ツ タ。 凝 集 憤 ハ200倍(十)

デ、 入院 後 急 激 ナ ル悪 化 テ認 メ タ。

`
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下保(132番)、 ハ頑 強 ナ ル盟 格 テ 持 ツ タ健 康 ソ

ウ ナ青年 デ アル ガ、 近 時 自然 二噺 頓 ガ現 ハ レ、

特 別 ナ痛 モ無 イガ、 少 シ痩 ル檬 デ アル カ ラ ト言

フ ノデ外 來 ヲ 訪 レテ 來 タモ ノデ アル。 然 ル ニ

「レ」所 見 上右 側肺 全 般 二増 殖 性 陰 影 テ認 メ、 噺

嘆 ハ喉 頭結 核 二依 ル事 が診 定 セ ラ レ タ。 凝 集 債

ハ300倍(升)デ ァル。

杉 村(133番 〉ハ 頻繁 二 旅 行 テ スル 商人 デ アル

ガ、 土 地 テ異 轟 スル度 二、 頻 々風 邪 二罹 ル ト言

ヒ、倦 怠感 ト痩削 ガ見 ラ レル カ ラ ト言 ツテ外 來

テ訪 ネ テ來 タ。 「レ」所 見 ハ右 側 上 野 二室 洞 テ諦

明 シ、 且滲 出 性 檜 殖 性 ノ廣 汎 ナ ル結 核 病 竈 ラ諦

明 シタ。 凝 集 反 慮 ハ300倍 陽 性 ζ十Dデ アル。

市 川(134番 、ハ醤 師 ヨ リ糖 尿 病 ノ治 療 テ 受 ケ テ

居 タモ ノデ アル ガ、 徹 底 的 治 療 テ爲 ス爲 メー 入

院 シテ來 タモ ノデ アル、 然 ル ニ糖 尿 ハ腎 性 糖 尿

ナ ル事 明 カ トナ ツ タガ、胸 部 ノ理 學 的所 見 ヨ リ、

「レ」検 査 テ爲 シタ ル ー
、 雨 肺 二増殖 性陰 影 テ廣

汎 二認 メ タ。 患 者 ハ 日頃 何 等 ノ結 核 様 症 歌 ラ訴

ヘ ザ リ シ者 デ
、 無 症 月犬性 肺結 核 トモ言 フベ キ モ

ノデ ア ツ タ.凝 集 反 慮 成 績 ハ300倍 陽 性(十)デ

ア ツ タ。

吉 崎(135番)ハ 家 婦 デ アル ガ、 風 邪 ノ後 咳、 喀

疾 ガ長 ク績 クカ ラ ト言 ・ソテ 來 タモ ノデ アル。

「レ」所 見 ヨ リ
、 患者 ノ風 邪 ト思 ヒタ ル ハ、 右鎖

骨 下 ノ早期 浸 潤 ニ シテ、 早期 室洞 テ形 成 シ、 後

二氣 管 枝 性播 種 テ爲 シタル モ ノ ト考 ヘ ラ レル所

見 デ ア ツ タ。凝 集 反 慮 ハ400倍 陽性(惜)デ ア ツ

タ 。

加 藤(136番)ハ 官 吏 デ、勤 務 テ績 ケテ 居 ル者 デ

アル ガ、 近 時倦 怠感 テ強 ク感 ズル ト言 フ、 軍純

ナ ル圭訴 テ以 テ來 タモ ノ デ アル ガ、 「レ」所 見 上

右 側 肺 尖部 カ ラ中野 ニカ ケ テ増 殖 性 ノ陰 影 ト右

肺 門部 淋 巴腺 ノ 肥 大 テ 謹 明 シタ。 凝 集 反慮 ハ

400倍 陽 性(柵)デ アツ タ。

以 上 全 ク無 自壁 性 二経 過 セ ル 肺結 核9例 二就

テ、 症状 、 所 見、 凝 集反 磨成 績 テ略 述 シタ ガ
、

凝 集反 慮 ・・200倍 陽 性(+)ガ4例 、300倍 陽 性

《十ト)ガ3例 、400倍 陽1生く柵)ガ2例 ニ シテ、100

%ノ 陽 性卒 テ 示 シタ。 即 以 上 ノ成 績 ヨ リス レ

バ、余 ノ結 核 凝 集 反 慮 ハ無 白 覧 性 肺結 核 ノ獲 見

ニモ資 スル モ ノ ト信 ゼ ラ レル。

猫 無 自魔 性 肺結 核 ノ中 二 ・・、produktivephthise

ヨ リKavernenPhthise叉 ハKehlkopftuber-

culoseテ 起 セ ル ガ如 キ モ ノ迄 ア ル 事 ガ認 メ ラ

レ ノレo

次 二凝集 償 ノ高iモ ノニ 就 テ デ アル ガ、 第24

表 第8群 二、400倍 以 上 ノモ ノ14例 テ表 示 シノ

見 タ。

余 ハ既 二第 四 章 第 一節 二於 テ述 べ タ如 久,漕 伏

性結 核 デ400倍 陽 性(辮)ナ ル モ ノ3例 ト600倍

陽 性、800倍 陽性(冊)ナ ル モ ノ 各1例 宛 テ経 験

シテ居 ル。 猜 又 第 三節 ニ テハ後 二肋 膜 炎 テ起 シ

タル高熱 ノ顔面 神 経 麻 癖 患 者 二400倍 陽 性(惜)、

初 期 喀 血 ノ2例 二400倍 陽 性(帯)、 側 氣 管枝 淋

巴腺 腫脹 及 肺 門周 園 浸 潤 二400倍 陽 性(帯)、 結

核 性 「ピテネ フv一 ゼ」二600倍 陽 性(冊)ト 言 フ

様 二高債 ナ ル凝 集 償 テ呈 セ ルモ ノ テ記 載 シテ置

イタb

余 ハ200例 ノ結 核 疾 患 二就 テ 論 ジタ 如 ク(第 四

報 蓼 照)凝 集 償 ト病 機 ノ程 度 ト ノ間 一 ハ、特 記

人ル程 ノ明 瞭 ナ ル關 係 ノ存 ス ル事 ハ認 メ ラ レナ

イガ、肺 門部 結 核 叉 ハ肺尖 結 核 ノ中 二主 トシテ

高 償 ナ ルモ ノガ 多 イ ト言 フ 事 子 報 告 シテ 才 イ

タ^

ソ レデ弛 デハ肺 跨 ニ シテ
、 高 償 ナ ル凝 集 債 テ呈

セ ル モ ノニ就 テ述 べ テ見 ル
。

表記 セル14例 ハ400倍 陽 性(帯)ノ7例 、600倍

陽 性(冊)ノ4例 、800倍 陽 性(冊)ノ3例 デ アル。
「レ」所 見 二依 レバ

、肺 炎型 ノ1例 テ除 イテ ハ縮

テ混 合型 デ アル
。 然 モ其 ノ 混 合 型13例 ラ見 ル

ー～11例 迄 ハ滲 出 性病 竈 ノ多 イ
、 滲 出性,壇 殖

性 ノモ ノデ アツ テ、 増 殖 性 、滲 出 性 ノモ ノハ僅

力2例 二過 ギ ナ カ ツ タ
.然 シ臨躰 所 見及 「レ」所

見 ノ攣 化 ヨ リ見 ル ニ、 何 レモ経 過 ノ良 好 ナ ル モ

ノア ア ツテ
・次 第 二滲 出 性病 竈 ノ吸 牧 ザ レテ行

クモ ノ ・.ミ デ アツ タ。

余 ノ結 核凝 集 反磨 二於 テハ 、 惇 止性 ト言 ハ ヌ迄
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モ、 一 定 程 度 二進 展 セ ル肺結 核 患者 ノ凝 集 償 ハ

短 期 間 ニ ハ容 易 二漿 動 シナ イ様 デ アル。

故 二凝 集 償 ノ高 イ モ ノ低 イ モ ノニ就 テ、 ソ レ ガ

猫 一 層 高 クナ ル モ ノ デ アル カ、 ソ レ トモ高 償 ナ

モ ノヨ リ低 クナ ツ テ來 タ モ ノデ アル カ ノ判 定 テ

下 ス事 ハ1同 ノ検 査 デハ 容 易 デハ ナ ィ。

然 シ潜 伏 性結 核 二 於 テ サ へ、400倍 、600倍 、

800倍 陽 性 ノモ ノ ガ認 メ ラ レ、 肺 務 二於 テ モ亦

400倍 、600倍b800倍 陽 性 ノモ ノ ガ認 メ ラ レル

事 ヨ リ考 ヘ レバ、 結 核 ノ免 疫 ナ ル現 象 ハ長 イ経

過 ラ辿 ル病 機 ノ性 質 上 、 其 ノ時 々 ノ病 勢 ノ清 長

二依 リ、 一 定 時 期 ニー 定 ノ攣 動 テ爲 スモ ノ ト考

ヘ フ レ ノレ
　

然 シ潜 伏 性 結 核 二於 テ高 キ凝 集 慣 テ呈 ラル ト言

フ事 ハ、 臨 躰 的 登 病 テ見 ル ニ先 立 チ テ早 クモ彊

力 ナ ル免 疫 力 ラ登 現 スル モ ノ ト解 シテ可 ナ ラ ン

カ ト思 バ レル。 故 二結 核 感 染 ノ極 メ テ高 率 ナ ル

ニ比 シテ、 登 病 ノ少 ク又縦 令 登 病 シ タ ト シテモ

輕 微 ノ中 二治 癒 シ終 レル モ ノ ・多 キハ 、 余 ノ結

核凝集反鷹 ヨリ見テ、充分読明 シ得 ラレル所 ト

信ズル。

猫登病 テ見タル際ハ、其 ノ病機二封 シテ個禮 ガ

全生活力 テ暴 ゲテ封抗 シテ居ル限 リ凝集債ハ高

値 テ保 ツモ ノト思バレル、然 シ個髄 ガ敗北 ノー

路 テ辿 ルカ、或ハ完全治癒二向ヒテ進 ミ、病機

ガ最早何等活働的刺戟 テ個膿 二及ボサザルニ至

ル トキ又次第二凝集慣ハ低下スルモ ノト考ヘラ

レ ノレo

以上ノ如 ク、結核 ノ潜伏期 ノモ ノニ於 テ既二高

キ凝集慣テ認 メ得ル事ハ、必然余 ノ結核凝集反

慮 ガ結核早期診断二資 スル血清反鷹ナル事 テ謹

明 シ、同時二結核患者 ノ免疫嚢現清長問題 二關

シテ重要 ナル提言 テ爲 スモ ノト信 ぜラレル。

余ハ屡 ζ凝集慣高 キ潜伏性結核 ノ登病二 至ラ

ズ、凝集慣高キ肺結核 ガ豫後可良デアル ト言 フ

事 テ経験 シテ居ルモ ノデアルガ、 ソレテ謹明ス

ル適當ナ材料 ガアル故、次報二於 テ又更 メテ論

ズル事 トスル。 受

第八章 考 按

余ハ第四報二於 テ臨躰 ヒ確定 シ得 タル結核疾患

200例 ト非結核疾患及所謂健康者200例 二就 テ

結核凝集反慮 ラ實施 シ、凝集反慮 ノ陽性、陰性

ノ凝集債ラ決定セルラ以 テ、余ハ更二結核ナル

カ否 カノ診定 二迷 フガ如キ症状 テ呈 セルモノニ

就 テ、或ハ潜伏性結核 ト想定 セラレルモノニ就

テ、結核凝集反慮 ラ實施 シ、診断確定上二何 ラ

カ資 スル所 アルカ ト検索 シテ本報 ノ實験 テ試 ミ

タモノデアル。

余ハi襲二感冒様症歌 テ以テ畿生 セル早期浸潤 ノ

3例 ガ100%ノ 陽性成績 テ示 シタルテ以テ、 凝

集反慮 ノ診断的慣値 アリト考ヘタガ、今回一般

感冒二於 テハ如何ナル反癒 テ示 スカ ト10例 ノ

者二就 テ試 ミタルー、100%ノ 陰性成績 テ得 タ、

即感冒流行時二於 テモ余 ノ結核凝集反磨ハ、 ソ

レト全 ク同様ナル症歌 テ以 テ登現 スル早期浸潤

ト感冒 トテ匠別 シ得 ル ト信ズル。

次 二結核性疾患二非ザルカ ト憂慮 シテ訪 レル

胸痛、背痛 テ主訴 トセルモ ノ14例 二就 テ實施

セル成績 ハ、陽性者ハ後二「レ」検査 二依 リテ肺

門部結核 テ詮明セル唯1例 デァツテ、他 ハ線 テ

陰性デアツタ.而 シテ其 ノ陰性者中ニハ肋膜炎

或ハ脊椎 「カ リエス」テ謹明 シ得ナカツタ。

次 二症状中最モ結核性疾患 ノ存在 ガ疑バ レル微

熱 ラ主訴 トセル患者ニ シテ、非結核性 ノ登熱原

因ラ讃明 シ得 タルモ ノニ就 テ凝集反慮 テ試 走タ

ルニ、炎症性 ト癌腫性 ノ18例 二於 テハ肺癌 ノ

1例 二陽性テ認 メタニ過ギナカツ久 而 シテ微

熱 デモ、亜熱膿温、甲状腺機能充進、月脛前期

熱等 ノ如 キ、主 トシテ内分泌機能 ノ攣化 二基ク

禮質性或ハ植物性亜熱器温 ト構 スベキモノニ就

テへ100%陰 性 デアツテ、 唯脊椎 「カ リエス」

ト肺門部結核 テ識明セル月経前期熱 ノ2例 ト、

潜伏性結核二依ル ト考ヘザルテ得 ナイ月経前期
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熱 ノ1例 ガ、 陽 性成 績 テ示 シタ。 即 コ ノ3例 ハ

結 核 二原 因 スル月 経 前 期 熱 トモ考 ヘ ラ レル ガ、

他 ハ線 テ結 核 トハ無 關 係 ノモ ノ ト考 ヘ ラ レル。

即 凝 集反 慮 ハ月経 前 期 熱 二慮 用 シテ、 結 核 ノ關

與 シテ居 ル モ ノ ト、 然 ラザ ル モ ノ ト判 別 二資 ス

ル所 ア リ ト信 ズル。 猴 叉 漕 伏 性結 核 一 ヨル微 熱

患 者 ノー 般 二高 キ凝 集 憤 テ 示 ス 事 ヨ リ考 ヘ レ

バ、 凝 集 反慮 バー一般 微熱 患者 二慮 用 シテ、 其 ノ

微 熱 ノ結 核性 ナル カ否 カ ノ判 別 二資 スル所 ア リ

ト信 ズ ル。

次 二潜 伏 性 結 核 ト考 ヘザ ル テ 得 ナ イ17例 二就

デ凝 集 反 磨 テ實 施 シ タル ニ、88%二 於 テ陽 性 者

ラ認 メ タ。 コ ノ事 實 ハ臨 躰 上 潜 伏 性結 核 ト想定

セ ラ レル モ ノハSerologischニ モ極 メ テ高 傘 二

其 ノ謹 明 ラ爲 シ得 ル事 トナ リ結 局凝 集 反 慮 ハ臨

躰 的 豫想 診断 二確 詮 テ附 加 スル モ ノ ト信 ぜ ラ レ

ル。 然 モ15例 ノ陽 性 者 中13例 迄 ガ300倍 以 上

二反 磨 シ、 中 ニハ600倍 、800倍 陽 性 ト言 フガ

如 キ モ ノ迄 認 メ ラ レタ。 ソ レ ト同時 二漕 伏 時 二

於 テ既 二結 核 ハ、斯 ク ノ如 キ高 キ凝集 慣 二達 ス

ル ト言 フ事 ハ 、 必然 結 核 ハ其 ノ潜 伏 時 二於 テ既

二強 力 ナル免 疫 テ贅 現 ス ル モ ノデ アル トノ謹 左

トナ リ、必 然 結 核 感染 ノ極 メ テ高 傘 ナ ル ニ比 較

シテ、 登 病 ス ル モ ノ ・少 ク、 獲 病 シ タ ト シテ モ

輕 微 二終 ル モ ノ ・多 キハ、 斯 カ ル事 實 二依 ル モ

ノ ト論 明 シテ可 ナ ラ ン カ ト思 バ レル
。

ソ レ ト共 二、 潜 伏 期 二於 テ既 二高 キ凝 集 憤 二達

入ル モ ノ1・'・レバ、 余 ノ結 核 凝 集 反 慮 ハ必 然 結

核 ノ早 期 診 断 二適 當 スル課 デ ア ツテ、 結 核 二斯

ク ノ如 キ特 性 ノ アル事 へ 一 か 二獲 病 テ押 へ、

或 ハ治癒 テ促進 セ シメル ト共 二、 一 方 ニハ 恐 ル

ベ キ病機 ノ潜 在 テ臨 抹 的 登病 二先 立 チ テ明確 二

指摘 シ警 告 スル繹 デ アル。

次 二肺 尖結 核 ノ疑 アル 者9例 ハ悉 ク陽性 二反 慮

シ・ 臨沐 上 ノ推 定 二確 謹 テ與 へ
、 臨 休 上結 核 疾

患 テ謹 明 シ得 タ15例 ハ同様100%陽 性 ニ シテ、

漕 伏 性 ノモ ノ(85番)、 早 期 ノモ ノ(88番 、89番 、

96番b97番)ガ ー 般 二高 キ凝 集 債 テ示 ス事 テ詮

明 シテ居 ル。

次 二病 原 性 二關 シテ議 論 ノ アル急 性 關節 屡麻 質

斯17例 ハ 結 核 凝 集 反 磨100%陽 性 一 シテ、 其

ノ凝 集 償 ハ何 レモ400倍s600倍 陽 性 ト言 フガ

如 ク、極 メ テ高償 ナ ル テ認 メ タ。斯 ク ノ如 キ事

實 が急 性 關節 縷 麻 質 斯 ノ結 核 病 原 説 テ支 持 スル

理 由 トナル モ ノデ アル カ、 ソ レ トモ余 ノ抗 元 タ

ル球 状 結核 菌 二封 シテ、 高 假 二凝 集 スル テ以 テ

所 謂球 菌病 原 設 ナ ル モ ノテ結 核 性球 菌 二依 ル モ

ノ ト考 へ、 必 ズ シモ三 ヱ査 氏 菌 ノ ミニ依 ル ト考

ヘ ズ、廣 イ意 味 二於 ケ ル結 核 性 疾 患 ト考 フベ キ

カ バ猶 検 討 テ要 冬ル所 デ アル。

次 二糖 尿 病患 者 ノ23例 二 就 テハ 結 核 凝 集 反 慮

ハ48%(11例)ノ 陽 性 成 績 テ得
、 其 ノ 中 ノ8例

二就 テ、 「レ」検 査 テ爲 シタ ル=
、6例 二於 テ結

核 病 竈 ラ謹 明 シタ。 然 ル ニ コ ノ6例 ハ何 レモ結

核 症 状 タル微 熱 、 喀 疲 、 咳 、 盗 汗 等 ノ如 キ モ ノ

無 久 理學 的 所 見 モ全 ク無 イ カ、 輕 微 ナ リ シモ

ノデ アル。 抑 々糖 尿 病 患 者 二頻 駿 スル肺 結 核 ハ

重 篤 ナル合 併 症 ナ ル ニ關 ラズ、 其 ノ獲 病 早 期 ラ

自魔 シ又 ハ獲 見 ス ル ト言 フ事 ハ極 メ テ困 難 ナ ル

事 デ アル、 而 シ余 ノ結 核 凝 集 反 慮 ハ、 カ 、ル モ

ノ ・獲 見 二資 スル所 寿 ア ル
。 故 二糖 尿 病 患 者 二

結 核 凝集 反 慮 テ實 施 シテ陽 性成 績 テ示 ス モ ノ 、

アル際 ハ・ 「レ」検 査 テ試 ミテ
、極 力 肺結 核 合 併

ノ有 無 テ検 スベ ギ デ アル ト信 ズ ル
。

次 二無 自豊 性肺 結 核 ノ9例 二就 テ ハ100%陽 性

テ認 メ、猫 又凝 集 債 ノ 高 キ 肺 瘍 ノ14例 二就 テ

ハ治 癒 傾 向 ノ 大 ナル モ ノガ 大 多撒 子 占 メ テ居

タ^

以 上 ノ實 験 ヨ リ・結 核 凝 集 償 ハ結 核 ノ潜 伏 期 叉

ハ早期 二於 テ モ極 メ テ高 ク
、 獲 病 後 ハ輕 微 ナ活

動 性 ノモ ノガー般 二高 ク、 …定 程 度 二進 展 セ ル

モ ノニ於 テ ハ治癒 傾 向 ノ大 ナ ル モ ノガー 般 二高

イ事 テ知 ル。 カ ・ル事 實 ハ結 核 ノ ヨ ク潜 伏 性 ノ

マ 磯 病 現 ズニ終 焉 シ
、 爽 病 シ タ トシテ モ輕

微 ノ中 二治 癒 シ終 レル モ ノ ・多 イ事 トー 致 シ且

叉 肺瘍 トナ ツタ モ ノニ於 テ モ
、 ヨ ク完 全 治 癒 二

赴 クモ ノ ・アル 事 ハ余 ノ結 核 凝 集 反 慮 ヨ リ見 テ

想 定 シ得 ラ レル所 デ ア ル。
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第九章 結 論

(1)余 ノ結核凝集反慮 ハ早期浸潤 卜寒冒 ノ鑑別

診断 二資 スル。

(2)余 ノ結核凝集反慮バー艇微熱患者 二慮用 シ

テ、其 ノ微熱 ノ結核性ナルカ否カノ判別 二資 ス

ル。故二月経前期熱 ノ結核性 ノモ ノト然 ラザル

モノトノ判別 テ爲 シ得 ル。

(3)余 ノ結核凝集反慮ハ潜伏性結核 ノ嚢見二資

スル所 ガアル。

(4)糖 尿病患者ニシテ、余 ノ結核凝集反態陽性

ナルモ ノニ於 テハ、高率二無症月犬性結核 テ諦明

シ得 ル。'

傷 〉糖尿病患者 ニハ潜伏性叉ハ無症状性 ノ結核

ガ高傘二合併 シ來ルモノ・如 クデアル。

(6)急 性關節懊麻質斯 デハ何 レモ極 メテ高キ凝

集償 テ呈 シタ。

(7>余 ノ結核凝集反慮 ハ無 自魔性肺結核 ノ診断

二資 スル。

(8)故 二余 ノ結核凝集反慮 ハ、結核 ノ診噺 二鷹

用 セラレル債値充分アリト考ヘラレル。
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